
１

多
紀
氏
が
江
戸
幕
府
医
学
館
で
あ
る
踏
寿
館
を
主
宰
し
、
そ
れ
が
江
戸
時
代
の
漢
方
医
ら
の
主
流
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
、
森
潤
三
郎
の

「
多
紀
氏
の
事
蹟
」
や
森
鴎
外
の
史
伝
「
渋
江
抽
斉
」
な
ど
に
よ
っ
て
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
文
化
年
間
に
入
っ
て
日
露
間
の
外
交
関
係
が
険
悪
に
な
る
や
、
幕
府
は
蝦
夷
地
の
警
備
を
東
北
諸
藩
に
命
じ
、
諸
藩
は
ま
た
蝦
夷
地
の

各
所
に
陣
屋
を
建
設
し
、
越
冬
兵
を
派
遣
し
た
こ
と
は
既
に
拙
著
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
諸
藩
の
越
冬
兵
、
中
で
も
津
軽
・
南
部
藩
の
諸
兵
士
に
壊
血
病
が
多
発
し
、
病
死
す
る
者
が
続
発
し
た
。
詳
細
な
人
数
は
知
ら
れ
て

い
な
い
が
、
文
化
年
間
だ
け
で
も
一
千
人
以
上
の
越
冬
兵
た
ち
が
壊
血
病
に
罹
患
し
、
こ
の
う
ち
少
な
く
と
も
五
百
人
以
上
が
病
残
し
た
の
で

あ
る
。政

策
的
に
は
、
こ
鋸

講
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
蝦
夷
地
の
警
備
と
く
に
国
後
、
択
捉
（
エ
ト
ロ
フ
）
、
宗
谷
、
斜
里
な
ど
所
謂
奥
蝦
夷
地
や
そ
れ
に
近
接
す
る
地
域
の
警
固
の
是
非

と
、
病
残
者
の
多
発
が
一
大
社
会
問
題
と
な
り
、
幕
府
は
そ
の
対
策
に
苦
慮
し
た
。

政
策
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
の
越
冬
警
備
を
中
止
し
て
、
冬
期
に
は
引
き
揚
げ
を
命
じ
た
が
、
医
療
行
政
的
に
は
仲
々
有
効
な
対
策
が

研
究
ノ
ー
ト

当
時
、
越
冬
兵
が
罹
患
し
た
「
浮
腫
病
（
は
れ
や
ま
い
）
」
の
本
態
は
皆
目
不
明
で
、
酷
寒
の
風
土
と
陰
湿
な
土
地
が
そ
の
主
な
る
病
因
と
喧

多
紀
元
簡
と
「
蝦
夷
地
異
疾
考
」

晒
碑
準
挫
罎
癖
韓
轤
幸
廿
城
琴
澤
一
絹
昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
八
日
受
付

松

木

明

知
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そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
け
ば
諸
藩
の
兵
士
の
動
揺
も
大
き
く
、
ひ
い
て
は
幕
府
の
北
方
問
題
の
政
策
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
幕

府
は
二
人
の
医
師
に
医
学
的
調
査
を
命
じ
原
因
の
究
明
に
乗
り
出
し
問
題
の
解
決
に
当
ろ
う
と
し
た
。

一
人
は
大
槻
玄
沢
で
西
洋
医
学
を
代
表
す
る
医
師
で
あ
り
、
も
う
一
人
は
前
述
し
た
医
学
館
の
多
紀
元
簡
（
も
と
や
す
）
で
、
漢
方
医
学
の

代
表
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
元
徳
の
子
で
安
長
と
称
し
た
。
元
徳
は
寛
政
二
年
（
一
七
九
○
）
鱗
寿
館
を
医
学
館
に
発
展
さ
せ
た
。
元
簡
は
文
化

七
年
に
残
し
て
い
る
か
ら
、
本
書
は
そ
の
死
の
二
年
前
の
著
で
あ
る
。

玄
沢
の
調
査
の
結
果
は
、
浮
腫
病
の
本
態
は
壊
血
病
で
あ
る
と
し
、
「
寒
地
病
案
」
と
い
う
一
書
で
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
前
著
「
津
軽
の
医
史
」
の
中
で
も
少
し
言
及
し
た
。

一
方
多
紀
元
簡
の
調
査
結
果
は
、
文
化
五
年
「
蝦
夷
地
異
疾
考
」
と
い
う
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
幕
府
に
報
告
さ
れ
た
。

本
書
は
現
在
東
京
大
学
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
て
お
り
、
東
京
大
学
医
学
部
の
皮
膚
科
の
教
授
で
あ
り
、
医
史
学
者
と
し
て
令
名
を
馳
せ
た
顎

軒
土
肥
慶
蔵
博
士
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。

大
化
塾
茂
原
閑
沁
月
夫
印

伝
さ
れ
た
。

獺
謁
他
裏
森
老

＃
豚
丁
一
一
、
Ｈ
御
陰
Ｆ
と
『
肝
〃
上
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
〆
Ｕ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
言
昨
ハ
ー
ノ
》
ラ
レ
も
ノ
ー

余
印

本
書
は
十
五
頁
の
小
冊
子
で
、
表
紙
の
右
上
に
「
文
化
五
戊
辰
歳
九
月
六
日
植
村
駿
河
守
殿
江
上

ル
外
二
閑
竪
書
面
一
丹
添
」
と
あ
り
、
左
に
は
「
蝦
夷
地
異
疾
考
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

新
閑
嬰
差
上
候
書
面
熟
覧
仕
、
蝦
夷
地
異
病
治
術
之
義
得
と
相
考
、
私
存
寄
申
上
候
様
被
仰
渡

奉
得
意
候
、
然
る
虎
右
異
病
之
義
、
兼
而
伝
聞
仕
候
迄
一
一
而
、
親
ク
治
療
不
仕
義
故
、
工
夫
茂
付

ワ
〕

本
書
の
冒
頭
に
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。
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新
楽
閑
史
は
エ
ト
ロ
フ
場
所
に
越
冬
し
た
経
験
を
も
有
す
る
箱
館
奉
行
付
の
医
師
で
あ
る
。
愛
松
軒
と
称
し
て
俳
句
も
よ
く
し
た
。

こ
の
前
文
に
よ
っ
て
元
簡
が
新
楽
閑
盟
か
ら
書
簡
を
受
け
、
そ
の
上
直
接
面
談
し
て
蝦
夷
地
の
奇
病
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
、
中
国
の
医
書

を
も
参
照
し
て
、
彼
の
意
見
を
幕
府
に
提
出
し
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

当
時
植
村
駿
河
守
は
若
年
寄
で
、
こ
れ
よ
り
前
の
文
化
二
年
十
二
月
十
五
日
に
就
任
し
て
い
た
。

本
文
は
十
一
節
よ
り
成
っ
て
い
る
が
、
そ
の
大
意
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
奇
病
の
症
状
は
明
時
代
の
医
書
「
医
林
集
要
」
と
か
清
の
「
医
宗
金
鑑
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
青
腿
下
（
牙
）
清
」
の
症
状
と
同
様

で
、
口
中
は
腐
燗
し
歯
牙
は
欠
け
大
腿
は
腫
脹
し
て
硬
く
な
り
、
青
や
紫
黒
の
茄
子
色
の
よ
う
な
斑
点
が
出
て
、
歩
行
は
困
難
と
な
り
遂
に
死

で
、
口
中
は
腐
涯

亡
す
る
に
至
る
。

大
で
あ
る
。

ろ
う
。

る
0 兼

候
得
共
、
唐
土
医
書
中
テ
も
沙
汰
有
之
候
疾
二
御
座
候
へ
者
、
右
之
書
も
相
考
猟
又
閑
聖
二
も
面
談
仕
書
面
外
二
茂
承
り
、
且
兼
而
少
を

承
及
候
義
杯
彼
是
突
合
せ
愚
考
之
趣
左
二
奉
申
上
候

（
読
点
筆
者
）

箱
館
奉
行
付
の
医
師
吉
野
藤
内
の
経
験
で
は
、
協
下
剤
が
有
効
で
あ
っ
た
。
土
狭
苓
は
蝦
夷
地
会
所
の
番
人
も
珍
重
し
て
い
る
が
、
効
果
が

蝦
夷
地
で
は
身
分
の
区
別
な
く
浮
腫
病
に
罹
る
。
蝦
夷
地
で
は
冬
分
雪
の
た
め
夜
具
な
ど
非
常
に
湿
気
が
強
く
、
こ
れ
も
誘
因
の
一
つ
で
あ

こ
の
蝦
夷
地
の
奇
病
の
症
状
は
、
脚
気
と
水
腫
と
痛
風
と
合
せ
た
よ
う
な
も
の
で
、
こ
れ
に
歯
牙
が
脱
落
し
て
し
ま
う
点
ま
で
一
致
し
て
い

元
簡
の
弟
子
、
石
田
春
澤
が
蝦
夷
地
で
本
病
に
附
子
肉
桂
を
用
い
た
が
効
な
く
、
六
味
解
毒
剤
に
筏
苓
を
混
じ
た
と
こ
ろ
全
快
し
た
。
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あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
多
紀
元
簡
は
利
尿
剤
と
し
て
水
腫
に
有
効
な
荏
苓
、
解
熱
剤
と
し
て
の
烏
犀
角
、
紫
雪
、
碧
雪
を
投
与
す
る
こ
と
を
奨
め
、
ま
た

解
毒
剤
と
し
て
の
万
病
解
毒
丸
を
挙
げ
、
生
鮮
な
果
物
野
菜
を
示
し
て
い
な
い
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
対
症
療
法
的
で

生
の
書
で
あ
る
「
海
上
碓

は
根
本
治
療
で
も
あ
る
。

漢
方
医
共
一
致
し
た
の
で
あ
る
。

３

右
の
元
簡
の
記
載
に
従
え
ば
、
蝦
夷
地
の
奇
病
浮
腫
病
は
支
那
の
医
書
に
見
ら
れ
る
「
青
腿
牙
清
」
と
同
一
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
点

は
大
槻
玄
澤
の
考
え
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
「
青
腿
牙
清
」
は
現
在
の
壊
血
病
と
同
じ
で
あ
る
と
し
て
も
よ
い
。
す
な
わ
ち
診
断
は
蘭
方
医
、

閑
翌
の
経
験
で
は
烏
犀
角
も
著
効
が
あ
る
と
い
う
。

一
般
に
こ
の
病
は
他
国
か
ら
蝦
夷
地
に
来
て
越
年
す
る
人
に
多
く
発
生
し
、
住
象
馴
れ
た
人
や
夷
人
に
は
発
し
な
い
。
他
国
の
人
は
魚
肉
を

多
く
摂
取
す
る
。
魚
肉
類
は
熱
を
産
生
し
、
厚
着
を
す
る
た
め
う
つ
熱
し
て
口
中
が
腐
燗
す
る
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
挟
苓
、
烏
犀
角
の
他
に
、
紫
雪
、
碧
雪
、
万
病
解
毒
丸
が
有
効
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
医
宗
金
鑑
」
中
に
馬
の
脳
を
酒
中
に
入
れ
て
服
用
し
て
効
験
あ
ら
た
か
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
蝦
夷
地
に
は
野
馬
も
多
く
い
る
と

聞
い
て
い
る
の
で
試
象
て
見
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
津
軽
藩
の
山
崎
半
蔵
は
医
者
で
は
な
か
っ
た
が
、
数
年
に
わ
た
っ
て
の
蝦
夷
地
で
の
越
冬
の
経
験
か
ら
、
本
病
に
は
生
大
根
が
最
も

と
こ
ろ
が
治
療
法
に
な
る
と
漢
方
は
全
く
蘭
方
の
比
で
は
な
か
っ
た
。

西
欧
で
は
長
期
の
航
海
で
多
発
し
た
壊
血
病
に
対
し
て
早
く
か
ら
対
策
が
採
ら
れ
て
き
た
。
大
槻
玄
澤
は
「
寒
地
病
案
」
の
中
で
、
船
舶
衛

の
書
で
あ
る
「
海
上
備
要
方
」
を
引
用
し
、
新
鮮
な
果
物
を
推
奨
し
て
い
る
。
壊
血
病
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
欠
乏
に
よ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
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効
き
目
が
あ
る
と
そ
の
日
記
に
記
し
て
い
る
の
は
、
経
験
か
ら
と
は
い
え
蓋
し
慧
眼
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
蝦
夷
地
警
営
規
模
の
縮
小
や
、
玄
澤
、
元
簡
さ
ら
に
は
各
藩
の
医
師
な
ど
に
よ
る
啓
蒙
に
よ
っ
て
徐
々
に
本
症
が
姿
を
消

し
、
文
政
年
度
以
降
に
は
散
発
的
発
生
し
か
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

安
政
な
ど
の
幕
末
に
至
っ
て
も
、
な
お
蝦
夷
地
で
は
浮
腫
病
予
防
の
た
め
、
大
槻
玄
澤
ら
の
推
奨
す
る
生
野
菜
ら
と
同
様
に
、
多
紀
元
簡
ら

の
推
奨
す
る
薬
剤
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
書
の
内
容
が
各
藩
医
に
伝
え
ら
れ
、
実
地
に
応
用
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
で

は
な
か
ろ
月
〃
。

な
お
本
稿
の
主
旨
は
昭
和
四
十
五
年
の
第
七
十
一
回
日
本
医
史
学
総
会
で
発
表
し
た
。
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、

つ
の
③

MotoyasuTakiandhis{4Yezo-chilshitsuKo''

by

AkitomoMATSUKI

DuringaperiodofBunkafrornl807tol808,thediplomaticrelationshipbetweenJapanandRussia

becameseriousbecauseoftheJapaneserefi,saltotradewithRussia.

TheTokugawashogunatedispatchedmanysoldiersfbrdefbnceagainstRusianinvasionofJapan,

especiallyinthenorthernpartofJapan,theYezoarea.

However)scurvyprevailedamongthesoldierswhoweredispatchedtotheYezoarea.

TheShogunateaskedMotoyasuTakiwhowasthedirectorofSeiju-KanMedicalSchooltoinves-

tigatethecauseandtreatmentofscurvy.

Inresponsetothis,hewroteashortreportentitled"Yezochi-ishitsuKo"(Strangediseaseinthe

Yezoarea)describingthenomenclatures,causes>casereportsandtreatmentofthedisease.

TheoriginaldocumenthasbeenintheDoiLibraryofTokyoUniversity.

（
寸
つ
）


